
5年ごとの見直しです・10月1日、国勢調査。

雨のゲー トボール大会

20チームが参加

　宮日杯東郷町大会が7月17日開

催きれました。

　各地区老人ウラブより20チーム

の選手が参加して開催きれました

が、当日はあいにくの雨となり、

日頃鍛えた腕が1一分に発揮出来ず

に気をもんでるようでしたが、そ

こは．一おとしより．これしきの雨

に負1ナてなるものかと、老人・・ワ

ーを発奮して、雨の中国行きれま

した一当日の優勝チームと2位の

チームは県大会（予定）に出場し

ます。

　優勝チ＿ム　　寺迫A手一ム

　2位　　　　　小野田B〃

　3位　　　　　迫野内B〃

昭和55年8月号第550号

発行／東郷町役場・編集／企画財政課

鮎かけのおとりの鮎をかこふべく

　　　．石菖の蔭にその箱かくしき

　　　　　　　　　　　　　　牧　水



（町報とうこう

郷灘競／
　餐　　　 一

懸磁笏心乱

号

　台風情報に

塑　　　風

　　　向

　　　き

ムの

肇
路

　
台
風
か
日
本
に
近
づ
く
と
、
テ
レ
ヒ
や
ラ
ノ
オ
か
ら
育
風
庸
報
か
刻
セ
と
流
れ
る

k
う
に
な
り
ま
す
台
風
に
対
す
ろ
備
え
は
、
ま
ず
、
こ
の
台
風
晴
報
を
昌
し
く
理

解
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
．
．

　
台
圃
情
嬢
を
聞
く
と
き
は
、
次
の
占
い
に
三
二
し
ま
し
し
長
つ

「
回
だ
け
の
情
報
で
独
り
よ

が
り
の
判
断
を
下
さ
な
い

　
台
風
の
進
路
は
刻
々
と
変
化
し
て
い

ま
す
　
最
初
に
出
し
た
情
報
か
修
仕
き

れ
る
二
と
も
し
ば
し
ば
て
、
　
「
度
た
け

の
情
報
で
甲
の
み
こ
み
を
す
る
の
は
危

険
て
す
。
次
々
に
出
さ
れ
る
予
報
を
注

，
U
深
く
聞
き
ま
し
k
う
．
．

地
元
の
予
報
を
大
切
に

昭
和
5
4
年
9
月
2
9
日
気
象
衛
星
“
ひ
ま
わ
り
”
か
ら
送

ら
れ
て
き
た
台
風
1
6
号
の
写
真
　
（
提
供
　
気
象
庁
）

地
兀
の
気
象
台
や
測
候
所
の
予
報
と

　
　
　
全
国
的
な
予
報
と
て
は
、

　
　
　
表
現
が
違
っ
て
い
る
こ
と

　
　
　
　
が
あ
り
ま
す
、

　
　
　
　
そ
う
い
う
場
合
は
迷
わ

　
　
　
ず
に
地
元
の
予
報
を
採
つ

　
　
　
　
て
く
た
き
い
．
地
元
の
気

　
　
　
象
台
は
、
そ
の
土
地
の
防

　
　
　
災
ヒ
の
コ
ソ
や
被
害
の
出

　
　
　
　
や
す
い
場
所
な
と
を
よ
く

　
　
　
知
っ
て
い
る
た
め
よ
り
細

　
　
　
　
か
い
ノ
r
報
が
て
き
る
か
ら

　
　
　
　
で
す

風
の
吹
き
方
に
も
注
意
を

　
台
風
が
あ
な
た
の
“
ん
て
い
る
所
の

東
側
を
通
る
か
西
側
を
通
る
か
に
・
♪

て
、
風
の
吹
≒
・
乃
と
強
ふ
・
、
か
達
r
・
て
｝
・

ま
す
、
．

　
西
側
を
通
っ
た
場
合
は
、
ま
す
東
か

ら
風
が
吹
｝
．
・
始
ゐ
、
南
東
↓
南
↓
南
西

・
西
の
順
に
な
つ
、
東
側
を
通
・
．
た
場

合
も
最
初
は
東
か
ら
吹
｝
・
－
始
め
ま
す
か

次
に
は
北
束
・
北
↓
北
西
v
西
の
噸
に

圃
か
吹
㍉
、
・
ま
す

　
ま
た
台
風
は
右
巻
｝
、
・
の
う
す
（
北
半

球
の
場
合
）
の
た
カ
に
、
往
ん
で
h
る

地
域
の
東
側
を
通
る
か
西
側
を
通
る
か

で
風
の
強
ふ
、
、
か
か
な
－
3
違
い
直
す

　
西
側
を
通
っ
た
台
風
は
、
台
圃
自
身

の
圃
と
、
台
風
を
押
し
流
す
風
か
同
【

方
向
に
な
っ
て
し
ま
う
ジ
、
、
夏
う
強

い
風
に
な
う
ま
す
、
反
対
に
東
側
を
通

過
し
た
場
合
は
、
台
目
の
圃
と
台
風
を

冠
し
流
す
圃
か
ハ
つ
か
，
あ
う
の
’
、
風

か
躬
く
な
》
ま
す
。

　
こ
の
k
つ
に
、
風
向
》
・
の
娑
化
と
台

風
の
進
路
に
は
岳
接
な
関
係
か
あ
》
士
、

罵
‘
ー
ノ
～
．
一
㌦
ζ
．
．
‘
～
．
～
，
，
’
）
》
．
一
．
～
♂
．
．
！
～
．
く
．
、
、
ご

㌔
非
常
用
品
を
備
え
よ
う
　
　
こ
　

ま
す
、
自
分
の
住
ん
で
∵
～

臆
黙
薮
訟
切
携
油
層
磐
挑
か
凝
…

∴
淵
貿
一
刀
の
愈
し
大
二
瀬
緬
鷺
鷲

い
「
悟
唐
▽
上
フ
ご
・
を
い
か
・
ミ
霧
鐘
蕊

、
－
・
ラ
・
オ
（
予
備
の
電
池
も
ナ
ち
と
話
・
合
つ
三
－
㌢
・
ザ

》
）
当
・
餐
料
口
叩
・
ソ
水
筒
・
靴
ぞ
呈
う
　
　
サ

鯉
応
二
二
口
叩
（
奪
薬
、
・
目
腸
カ
　
タ
」
、
い
・
と
、
う
働
口
紘

畿
謀
ビ
三
崎
賭
力
業
心
冒
．
磁
玩
隷
崎
擁
…

謙
蜘
撰
伊
呪
穂
駕
懇

備齢
又
ｳ
鑓
竪
　
鰍
鑛
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
の
1
、
す
　
　
　
　
　
　
　
　
、

，
．
ζ
，
：
ノ
⊃
・
・
》
、
・
、
く
・
‘
’
．
・
’
」
．
・
，
、
二
、
曳
・
㌧
し
ぐ
・
‘
ビ
ノ
●
邑
」
、
㌦
、
㌦
・
㌧
㍉
F

と台情し　す
な風εり’風
〕）♪か停の
ま動聞電吹
一L　｝　P｝　ゆ　｝
ラ　ヒく　　ノお　ぬ

　をなと方
　知くてを
　るな詳知
　有つレつ
　ノJたして
　㌧場や”
　丁合うる
　かて〆と
　かもオ’
　）’のも

土
地
売
買
す
る
前
に

　
　
ま
ず
届
出
を
！

　
イ
地
は
限
》
あ
る
国
民
の
資
源
て
あ

》
ま
す
　
こ
の
国
ト
の
乱
開
発
の
本
山

防
d
、
地
価
の
女
定
を
図
る
こ
と
な
と

を
目
的
と
し
て
、
国
ヨ
利
用
去
か
昭
和

四
先
年
再
か
つ
施
行
き
衡
歪

限
曝
以
ト
の
↑
地
を
売
買
す
る
と
㌧
・
よ

県
知
鈴
あ
て
の
届
出
か
必
吸
こ
な
’
・
て

h
ま
す
の
’
、
後
記
に
留
壱
の
一
厳
」
し

て
ト
ン
．
＼

　
　
　
　
記

　、

{
町
の
場
合
の
君
象
面
積
実
岡
の

　
一
　
　
　
平
日
米
馴
一

［．

A
売
買
契
約
は
、
必
ず
一
地
L
疋
買
篤

　
届
出
辞
を
刷
出
し
て
そ
れ
に
対
す
る

　
通
知
を
受
叶
て
か
ら
締
結
す
る
こ
と

一
．
、
く
わ
し
い
二
と
は
役
場
企
画
財
政

　
課
に
㌧
イ
凸
ね
・
♪
卸
．
㌔
い

《
∀
九
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税
誘婁

重れ妻

一　■■■■　｝∴

で《』iジ

ー．∴　■　　＿一

◇
相
続
と
税
金

　
祖
粧
税
よ
、
人
か
死
亡
し
「
、
、
そ
の

人
の
財
彪
を
椙
粧
切
遺
贈
に
し
士
．
’
、
子
」

㍉
’
・
㌔
と
し
・
三
か
か
る
税
金
て
す

　
3
、
’
・
と
も
財
帰
全
部
に
号
令
か
か
か

る
う
．
て
は
あ
一
ま
せ
ん
　
一
二
三
鉛

自
く
つ
，
偵
傷
ゐ
葬
式
費
用
な
こ
を
ヰ
3
1
h

た
巨
味
の
遺
膣
韻
か
基
礎
搾
除

－
韻
　
を
超
ズ
る
と
・
ノ
、
こ
棚
絨
税
か
か
か

一
ま
ず

　
て
二
、
　
基
礎
拝
除
組
　
ま
こ
祖
（

ら
い
っ
と
、
、
卓
・
す
と
、
　
二
τ
三
弦

の
定
触
控
除
額
　
と
　
四
白
乃
円
一
こ
弓

応
柏
続
人
の
数
を
か
、
、
た
領
一
と
、
9
合

踊
額
〆
、
す
　
従
二
、
、
基
礎
搾
除
額
は

レ
t
桓
続
人
の
数
こ
し
土
．
’
、
田
、
な
’
ノ
r
、

二
託
す

　
例
・
メ
は
、
法
た
楠
一
人
か
一
人
の
場

合
ミ
　
丁
四
百
b
円
、
　
．
人
の
場
合
は

　
T
八
白
乃
円
、
　
人
の
場
合
よ
　
T

一
百
り
円
と
基
歴
粋
除
二
女
糟
え
’
、
h

、
く
、
　
h
珠
の
遺
産
頷
か
基
礎
控
除
韻
”

ト
て
あ
れ
土
税
ん
，
キ
．
か
か
一
ま
せ
ん

　
と
こ
ろ
て
、
二
の
一
基
礎
控
除
　
の

ま
’
、
ρ
こ
、
死
し
し
た
人
の
配
偶
者
か
相

紅
人
て
あ
る
場
合
に
干
、
、
遺
産
の
分
副

こ
又
，
取
得
し
た
d
味
の
遺
r
畦
組
の
．
．

分
の
一
　
（
昭
衛
側
ハ
f
ハ
歪
　
　
日
り
］
日
以

降
よ
、
民
法
の
改
臼
に
伴
、
　
一
分
の
一

二
引
一
y
ら
ね
ま
す
　
）
？
四
丁
乃
円

れ
㌃

9一

の
い
す
れ
か
多
い
額
に
対
す
る
税
額
帽

玖
「
額
か
抵
一
除
ふ
・
、
れ
‡
帆
誤
り
一
し
、
　
ま
お
」
、
　
㎞
旧

続
人
か
木
成
任
者
て
あ
’
．
た
）
、
陣
溶

者
て
あ
る
と
・
｝
、
も
一
遣
細
の
税
湘
控
除

か
r
、
㌧
．
・
ま
す

　
セ
㌦
し
、
配
偶
者
の
税
綿
軽
戎
の
特

例
ま
、
知
名
を
す
る
二
と
に
k
う
認
刀

ら
ね
ま
す
の
て
、
こ
洋
L
（
；
．
、
h

　
柏
毅
税
の
申
告
と
納
税
は
、
死
し
し

ハ
」
日
の
羽
γ
日
か
・
つ
パ
か
h
〔
以
内
口
げ
↑
、
　
死

し
し
た
人
の
住
所
地
の
税
務
署
長
こ
す

る
二
と
に
な
’
・
て
い
ま
す

　
♪
、
あ
、
帽
続
税
舶
…
か
石
万
円
を
超
え

て
h
る
と
｝
・
は
、
五
年
以
内
（
特
別
の

場
合
手
含
下
局
運
上
任
以
内
）
の
年
岐
’
、

納
刀
る
延
納
の
ん
沃
か
あ
〕
ま
す

　
ま
た
、
農
地
を
相
粧
し
、
田
紀
人
か

曲
L
業
を
営
’
、
一
場
合
に
よ
、
　
丁
止
の
要
臼

の
も
と
に
納
税
か
猶
．
レ
ふ
・
」
れ
妄
す

◇
贈
与
と
税
金

　
　
贈
与
税
　
と
い
う
の
は
、
個
人
か

ら
必
耀
を
も
・
）
’
・
た
と
・
二
一
か
か
る
税

余
て
す
　
　
一
年
間
に
も
ら
r
・
た
財
洋
の

価
”
韻
の
な
［
」
川
蠣
阻
か
六
一
万
》
円
布
・
超
え
．
9

と
き
は
、
税
務
署
に
一
贈
与
税
　
の
申

石
リ
ゼ
し
な
丁
れ
ば
な
》
ま
せ
ん

　
財
曜
を
も
ら
う
と
い
う
こ
と
ま
、
金

銭
を
丁
に
す
る
こ
と
㌔
ナ
て
は
あ
り
ま

せ
ん
　
ノ
、
名
我
の
i
地
や
建
物
、
株
式

な
と
を
何
気
な
く
女
ぐ
．
」
供
名
義
に
し

た
一
、
親
．
ト
や
－
、
恩
間
て
　
有
る
時
払

い
の
解
綾
な
し
　
の
令
銭
貸
借
か
あ
・
，

た
場
合
な
と
も
贈
与
税
の
対
象
に
な
，

ま
す
　
ま
た
、
個
人
か
つ
時
価
よ
〕
ジ
、

菖
し
く
低
い
価
舶
て
財
産
を
農
〕
受
干

た
場
合
や
、
債
務
を
免
除
し
て
も
・
2
．

た
》
、
肩
代
り
し
て
も
ら
っ
た
場
合
な

こ
も
、
贈
与
税
の
課
税
吋
象
▼
一
な
り
ま

す　
と
こ
ろ
て
、
結
婚
し
て
一
f
青
肌
一

に
な
る
夫
罵
間
て
、
居
住
用
不
動
犀
の

贈
与
か
あ
っ
た
場
合
や
、
こ
れ
ら
を
賀

う
た
み
の
資
令
の
贈
与
か
あ
っ
た
場
合

に
は
、
　
　
丁
万
円
の
一
配
偶
者
控
除
一

》
）
」
パ
ー
万
n
J
の
　
　
幕
軍
枠
除
一
》
」
♪
を
ム
［

せ
た
一
τ
』
パ
ー
L
－
り
田
口
ま
げ
、
は
税
金
か
か

か
’
，
ま
け
［
！
ん
　
　
，
し
か
「
し
、
　
こ
の
特
記
囚
’
を

一
べ
干
る
た
め
二
よ
、
贈
与
税
の
申
色
か

慶
∩
・
▽
ノ
・
’
、
い
ま
す
か
ら
、
丁
令
よ

ひ
ノ
、
ワ
ら
な
く
て
も
、
贈
与
を
要
す
た
一

地
、
、
家
堅
の
双
り
記
薄
曇
叡
（
、
と
の
階
類

を
国
産
し
七
贈
与
税
の
申
置
か
必
要
て

す
　
な
お
、
こ
の
配
偶
者
枠
除
は
、
　
皿
．

牛
に
↓
度
し
た
交
サ
ら
れ
ま
ル
、
ん

　
贈
与
税
の
申
低
と
納
税
は
、
　
一
月
「

日
か
ら
三
月
一
五
日
ま
て
〆
、
す

　
税
令
の
溺
算
は
こ
の
よ
う
に
す
る
の

か
な
と
、
わ
分
か
》
に
な
ら
な
い
と
並
、

は
、
口
・
め
に
延
岡
税
務
署
又
は
税
房
総

淡
．
至
宮
崎
分
室
二
ρ
，
冊
ね
く
㌔
ぐ
・
・
い

◇
山
林
を
伐
採
し
た
り

　
譲
渡
し
た
と
き
の
税
金

山
林
を
伐
採
し
1
㌔
売
’
、
た
，
、
あ
る

い
ほ
そ
の
ま
ま
て
売
’
、
た
と
》
．
の
所
得

を
山
林
所
得
と
い
い
、
こ
の
山
林
所
得

に
は
所
得
税
か
か
か
、
ま
す

　
所
得
税
は
、
原
則
と
し
て
、
　
一
州
問

の
す
へ
て
の
所
得
を
合
塾
し
て
税
ム
レ
を

討
算
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
か
、

山
林
所
得
に
旨
す
る
税
金
は
、
所
得
の

属
目
の
際
に
特
別
の
軽
減
か
あ
る
ほ
か

他
の
所
得
と
区
分
し
て
特
別
の
乃
広
に

L
玉
る
税
舘
の
計
算
を
し
ま
す

　
と
こ
ろ
て
、
山
林
を
」
L
地
何
て
売
’
，

た
場
合
に
よ
、
山
林
（
つ
ま
り
“
木
）

の
部
分
か
山
杯
所
得
て
す
か
、
卜
地
の

部
分
は
濃
渡
所
得
と
な
2
承
す
し
か

し
、
由
林
を
取
得
し
て
か
ら
肴
伊
以
内

に
伎
採
し
て
孔
’
ノ
た
）
、
イ
地
何
て
売

r．

ｽ
し
遇
う
な
場
合
二
は
、
山
林
（
“
本

）
の
郡
分
は
山
林
会
得
に
は
な
・
っ
す
、

事
Ψ
禾
」
鐘
堂
又
は
鼎
雑
呂
州
け
》
一
「
し
’
」
一
司
声
昇
一
．
㌔

れ
、
特
別
の
軽
減
を
▽
7
ナ
る
こ
と
か
て

エ
・
、
ま
せ
ん

一．

v
存
知
て
す
か
9

無
料
交
通
事
故
相
談

　
祁
団
法
人
　
日
本
損
店
保
険
協
会
て

は
、
三
田
に
五
一
四
ヵ
所
の
一
自
動
坤

保
険
請
永
櫓
談
セ
ノ
曳
1
一
を
設
置
し

柵
、
料
て
交
通
事
牧
の
椙
二
二
応
し
て
い

ま
す

　
最
近
父
通
事
故
の
原
囚
も
複
雑
に
な

一
、
こ
れ
に
と
も
な
h
保
険
内
容
も
多

様
化
し
て
シ
．
、
ま
し
た

　
保
険
を
利
用
し
て
の
交
通
事
故
の
解

決
に
お
二
ま
〕
の
乃
ま
こ
，
迅
慮
な
く
刊

還
し
て
ト
・
〕
噛
、
い

　
Ψ
日
エ
佃
前
九
時
Ψ
　
、
”
ら
与
後
四
時

半
ま
て
（
一
曜
日
は
－
－
－
午
ま
て
）
噂
門

の
白
斑
，
只
か
親
身
｝
一
な
r
．
て
こ
椙
談
に

応
㌧
ま
す

　
社
団
法
人
　
日
本
損
ド
目
保
険
協
会

宮
崎
日
動
申
保
険
請
＊
棚
談
セ
ノ
々
－

　
呂
崎
巾
広
島
一
　
看
　
「

　
　
　
　
　
　
朝
日
生
へ
凹
一
レ
　
階

　
　
　
昌
崎
調
査
3
4
房
所
内

　
蕃
語

　
直
通
　
九
へ
五
　
一
．
八
　
一
一
九
瓦

　
氏
去
　
九
八
五
　
　
一
四
　
七
九
二
一

　
　
　
　
尚
下
目
通
．
一
目
ハ
ス
停
前

男
女
ペ
ア
マ
ラ
ソ
ン

参
加
者
募
集

　
郵
政
省
簡
易
保
険
当
て
は
来
る
1
0
月

10

冾
ﾌ
体
育
の
日
を
中
心
に
、
北
は
北

海
道
か
ら
南
は
沖
縄
ま
て
の
全
国
1
2
会

場
て
　
第
2
回
簡
易
保
険
健
康
マ
ラ
ノ

ノ
人
会
＝
ゼ
開
催
し
ま
す

　
開
催
場
所
　
福
岡
市
　
大
濠
公
園
内

　
　
　
　
　
　
ぞ
う
ノ
　
ノ
コ
ー
フ
、

［
開
催
目
日
　
昭
和
5
5
年
1
0
月
1
0
日

［
、
，
ぜ
押
日
日
　
男
女
の
ヘ
ア
マ
ラ
ノ
　
ノ
と
す

　
　
　
　
る
1
0
キ
ロ
ズ
ー
－
、
弔
と
カ
キ

　
　
　
　
ロ
メ
ー
ト
ル
の
2
種
目

［
参
加
料
　
鮭
、
料

［
申
込
締
切
　
8
月
3
1
目
ま
て

　
申
し
込
み
用
紙
か
郵
侵
局
に
用
層
し

て
あ
》
ま
す
の
て
参
加
希
望
者
は
早
目

こ
申
し
込
ん
で
下
ふ
・
・
い

・

塾



（4）町回とうこう

0
国
と
郷
土
を
考
え
る

　
国
勢
調
査
は
「
紙
て
勝
負
す
る
」

と
い
わ
れ
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
全

国
約
ヒ
十
五
万
人
の
調
査
員
の
こ

苦
労
な
し
に
成
果
は
あ
け
ら
れ
ま

せ
ん
か
、
四
千
五
白
万
枚
の
調
査

票
は
、
ま
き
れ
も
な
い
「
紙
」
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
一
回
の
調
査
に
、

と
れ
く
ら
い
の
紙
を
使
う
の
で
し

ょ
う
か
。

　
調
査
票
枚
の
厚
さ
は
（
τ
　
h

一
ミ
リ
に
す
き
ま
せ
ん
か
、
A
『
回

全
国
て
使
わ
れ
る
四
千
五
白
乃
枚

を
積
み
重
ね
る
と
、
官
甲
r
山
の
約

丁
八
倍
の
六
丁
八
白
八
一
h
メ
ー

ト
ル
に
も
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
調
査
票
一
枚
の
人
き
さ

は
、
タ
テ
ニ
六
セ
ン
チ
四
ミ
リ
、

ヨ
コ
ニ
五
セ
ン
チ
七
ミ
リ
。
四
T

五
百
万
枚
を
タ
テ
に
一
直
線
に
並

べ
た
と
し
ま
す
と
、
約
一
力
六
T

三
百
八
f
キ
ロ
と
な
り
、
東
京

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
間
の
飛
行
距

離
八
千
四
面
四
十
五
キ
ロ
の
約
し

倍
に
も
な
り
ま
す
。

国
勢
調
査
の
は
な
し

　
こ
の
天
人
な
「
紙
」
　
　
調
査
呼

は
光
≠
式
読
取
装
置
に
よ
っ
て
集

富士山の1．8倍

調査票4，500万枚

司
さ
れ
、
「
国
勢
調
査
報
告
」
の
ほ

か
、
人
口
の
増
減
比
較
や
構
成
比

な
ら
ひ
に
そ
の
解
説
を
収
録
し
た

「
解
説
シ
リ
ー
ス
」
、
通
勤
・
通
学

入
口
や
大
都
市
圏
・
市
町
村
の
人

口
を
規
模
別
に
分
類
整
理
し
た
「
資

料
ン
リ
ー
ス
」
な
と
に
ま
と
め
ら

れ
ま
す
。

工マ

」
＼

‘乱こ録
、

　
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
の
刊
行
物

も
「
紙
」
の
お
柑
話
に
な
る
の
で

す
か
、
国
勢
調
査
報
告
た
け
を
見

ま
し
て
も
、
昭
和
二
i
五
年
に
一

力
五
丁
ぺ
ー
ソ
た
っ
た
の
か
、
回

を
車
ね
る
こ
と
に
増
凡
続
け
、
前

回
の
五
十
年
に
は
約
六
力
ぺ
一
〆

に
増
凡
ま
し
た
。

　
今
回
も
こ
れ
を
上
回
る
と
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
が
、
調
査
項
目
な

と
に
関
係
な
く
回
を
追
っ
て
ベ
ー

ン
数
が
増
え
る
の
は
、
多
方
面
に

盾
用
て
き
る
統
計
情
報
量
の
増
加

か
著
し
い
か
ら
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

唾“＿～〔一＿

牧
水
先
生
の
生
涯
　
、
四

三
求
先
牛
は
「
曳
は
郷
里
に
留
・
て

々
る
決
心
て
嚢
志
ゴ
人
人
を
恥
ひ
奇
せ

ザ
る
f
紙
を
出
し
て
h
ま
す
か
・
し
か

欝
議
鰍
鷺

㌣
、
う
こ
と
に
も
、
か
な
〕
の
敏
鐸
か

プ
あ
り
ま
し
た
あ
あ
考
え
、
こ
う
考

7
晶
と
躊
と
の
り
、
を
送
蓮

～
嚢
鹿
麗
砂

苓
と
、
、
多
分
に
国
語
的
発
相
・
、
を
．
」

γ
つ
た
子
」
ゴ
、
あ
2
入
し
た
数
肖
を

斎
し
ま
す
と

ヘナヤナーデヤナ即ケ～テヤ中㍉一“一，～一，

．
納
目
の
隅
に
折
か
ら
「
挺
の
た
鎌

あ
）
汝
か
冒
志
を
柔
（
る
へ
、
と
h

　
ハ
カ
如
く
こ

。
太
陽
の
光
線
よ
地
球
の
表
ヒ
バ
一
、
－

に
功
能
か
あ
る
の
♪
ろ
う
か
へ
・
こ

と
も
瑳
ラ
孟
ろ

・
焚
k
焚
毒
茸
た
こ
限
る
み
つ
こ
♪
、

　
つ
た
こ
の
こ
ろ
の
自
分
に
最
も
ハ

ふ
略
、
わ
し
い
焚
k

。
あ
な
か
し
こ
し
静
｝
、
き
創
魂
て
乗

る
る
こ
と
く
父
よ
御
墓
に
、
，
小
も

詣
で
来
ぬ

●
御
弧
に
ま
う
て
て
ま
水
ふ
・
㌔
し
花
を

キ
．
㌔
す
甲
斐
な
｝
わ
｝
．
、
わ
う
か
♪
、
せ

る
か
な

大
己
．
年
の
荷
伊
よ
一
1
燥
、
憂
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

っ
、
陣
悩
の
う
ち
に
故
堀
の
家
て
迎
茜

多
こ
セ
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

　
、
月
．
呂
i
い
デ
人
人
兜
の
f
紙
に
　
、

一
母
か
近
来
非
常
二
窮
っ
て
㌧
・
㌔
　
｛

ヴ
て
，
し
1
㌔
四
L
月
口
］
“
剥
…
朕
、
の
し
I
星
の
許
吋
～

を
1
3
え
た
実
二
苦
し
い
冒
場
て
・
・
回

る
鉄
し
、
つ
れ
こ
せ
・
支
・
い
し
た
、

－
一
々
化
の
な
い
限
一
旅
費
か
出
来
た
ら
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
爪
し
た
h
と
思
う
、
そ
ね
汗
し
’
㌔
　

も
こ
う
せ
五
弓
頃
・
一
な
る
て
あ
ろ
つ
　

賃
健
矯
祈
っ
て
一
れ
給
へ
・
聖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
今
日
劣
」
味
こ
つ
い
て
い
る
　
一
　
〔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
一
月
・
写
、
Y
人
々
津
の
海
岸
に
出
か
　

上
玄
し
た
こ
の
時
の
作
海
k
烈

ゾ
れ
辰
平
線
の
一
う
み
と
～
安
肱

て
来
て
海
わ
た
れ
か
し
　
か
た
セ
津
．

権
現
崎
に
歌
碑
か
建
て
ら
れ
て
、
手
’
㌧

ナ
　
　
　
　
　
　
　
　
」

　
“
一
　
ノ
ー
、
，
　
一
　
人

　
り
　
　
h
5
　
）
r
闘
嵯

・
存
あ
ン
・
；
田
㌧
一
こ
出
て
て
望
峠
・

　
つ
♪
、
」
母
の
二
こ
ろ
に
休
胃
、
）
の
あ
れ

・
余
へ
’
」
な
・
三
・
・
玄
こ
エ
見
レ
れ
別
う

　
・
、
2
一
母
か
”
斤
つ
’
、
で
’
・
ギ
・
、
っ
を
の
勤

　
ゐ　

四
月
こ
は
長
男
か
牛
れ
ま
し
㌔

先
牛
圭
か
ね
て
か
ら
・
層
ヒ
い
．
」
メ
、
人
こ

丁
紙
’
、
男
㌔
r
・
た
ら
旅
人
か
妄
た
は

牧
人
と
杁
つ
を
を
つ
叶
る
美
う
こ
と

り
・
て
い
ナ
、
し
た
の
て
人
人
↓
仙
旅
人

と
命
名
し
ま
し
た塩

　
弓
　
儀
　
巾

　

町報とうこう（5）

赤
十
字
家
庭
看
護
法

講
習
会
の
開
催
に
つ
い
て

　
皆
ヴ
．
、
ん
、
日
本
赤
一
字
利
か
行
な
う

一
人
講
習
と
は
何
か
、
こ
’
仔
知
て
す
か

　
「
つ
ま
孜
’
」
法

　
一
つ
は
水
一
女
全
法

　
一
、
つ
ま
棄
冠
石
茂
－
－
“

以
一
を
．
．
人
講
習
と
リ
，
て
皆
ル
・
」
ん
か

・
）
ご
協
力
h
た
ノ
へ
て
属
一
歌
す
日
赤

糾
費
か
、
二
ん
’
・
事
業
の
た
み
こ
使
も

れ
も
す

　
ふ
．
、
て
、
．
人
講
習
の
一
っ
て
あ
る
、

家
畦
石
差
広
の
講
習
会
か
右
記
に
・
ト
ノ

開
催
エ
・
㌔
れ
〃
O
，
｝
》
一
▼
∬
あ
，
ナ
卸
p
し
♪
」

例
ズ
．
ま

1
家
廷
に
㍉
、
、
る
柄
気
の
r
防

2
柄
人
か
出
た
場
合
の
心
得
や
r
馬

3
医
帥
を
迎
え
る
ま
て
の
処
置

4
医
曲
の
指
小
を
叢
も
’
．
て
石
卜
す
る

　
乃
法

5
琶
人
の
た
み
の
石
践
4
2
f
乃
を
実
習

　
こ
一
♪
ノ
て
、
．
～
幽

以
一
の
内
谷
’
、
幽
一
　
備
へ
あ
れ
は
憂
、

　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
へ

・
累
－
し
一
乙
　
㌧
つ
「
　
シ
｝
｝
あ
力
右
U
ー
レ
．
八
み
3
カ

’
月
事
こ
備
え
’
、
、
勉
強
4
・
、
れ
て
．
土
如
何

’
言
し
玄
つ
か

多
く
の
乃
の
参
加
を
｝
ノ
待
ち
し
て
九
一

気
す

参
加
4
、
・
れ
る
乃
．
．
久
の
品
物
を
持
参
し

し
て
ト
ル
ー
、
、

　
ハ
ノ
カ
チ
［
枚

　
か
ろ
し
｝
　
一
枚

　
と
　
｝
、
・
　
ハ
ト
五
伊
八
月
二
一
　
日

一
時
　
間
　
－
調
一
時
　
1
一
．
時
季
て

　
と
二
ろ
　
陶
琶
人
福
祖
館

家
庭
奉
仕
員
と
し
て中

森
フ
ミ
了

　
昭
和
四
一
四
年
一
月
「
日
か
つ
私
は

家
庭
奪
”
員
と
し
て
、
寝
た
・
．
・
一
老
人

家
庭
を
両
問
す
る
こ
と
に
な
》
、
役
場

の
係
の
乃
に
こ
案
内
を
い
た
♪
～
．
二
坦

帯
つ
つ
、
両
問
し
ま
し
た
　
こ
の
寝
た
≧

り
老
人
の
方
々
を
と
の
虻
う
に
わ
世
書

し
た
つ
よ
h
の
か
何
の
経
験
も
な
い
私

て
し
た
か
、
引
蛋
け
た
以
ト
や
ら
ね
ば

と
心
に
決
め
訪
問
を
続
げ
て
い
る
う
ち

に
、
ヤ
か
て
気
心
も
分
り
、
世
間
議
し

に
花
か
咲
い
た
，
、
悩
み
ご
と
等
、
何

て
も
相
淡
を
持
ち
か
け
て
ト
ふ
・
・
る
様
に

≠
、
〕
ま
し
た
　
あ
る
日
の
こ
と
A
わ
ば

あ
レ
）
や
ん
の
家
を
訪
問
し
一
お
早
よ
う

こ
ふ
、
－
い
キ
す
一
と
出
を
か
げ
る
と
、
A

お
は
あ
ち
わ
ん
は
＝
の
ら
、
も
う
来
て

く
れ
た
の
　
　
　
と
心
か
ら
待
’
・
て
い

て
く
れ
た
女
う
な
返
事
か
か
え
’
．
て
来

素
し
た
　
そ
の
A
わ
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
一

あ
な
た
の
笑
頃
を
見
る
と
、
力
部
屋
に

灯
か
・
肖
、
つ
た
よ
う
に
あ
る
わ
ね
エ
ー

と
薄
暗
h
お
部
屋
に
へ
，
日
劣
」
｝
人
馴
の

訪
ね
る
日
を
暦
に
印
を
つ
叶
て
待
r
・
’
、

h
・
コ
ノ
し
ゃ
い
ま
す
　
リ
ウ
マ
チ
を
煩

’・

ﾄ
．
一
年
の
歳
月
を
堪
え
忍
は
れ
た

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
て
し
た
　
身
障
の
関
節

の
補
み
こ
丁
も
足
も
少
超
し
、
苦
悩
に

曽
・
」
い
な
ま
委
・
」
れ
生
き
が
い
を
失
い
つ
つ

あ
r
，
た
時
に
丁
重
私
達
の
町
に
家
庭
奉

q
，
貝
派
遣
事
業
制
唆
が
取
り
入
れ
ら
れ

て
始
め
て
の
ケ
ー
ス
て
し
た
　
す
つ
か

，
）
沈
み
き
っ
た
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
気
持

を
少
し
で
も
明
る
い
・
力
向
へ
と
考
え
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
と
ん
な
き
》
・
、
い
な
話

し
’
㌧
も
良
く
聞
い
て
あ
デ
る
こ
と
に
心

を
配
）
ま
し
た
　
い
つ
し
か
私
の
話
も

聞
い
て
下
さ
る
よ
う
に
な
》
、
冬
の
寒

い
日
等
は
暖
い
縁
側
に
お
ふ
と
几
の
ま

ま
連
れ
出
し
、
洗
髪
、
散
髪
、
身
の
回

り
を
清
潔
に
し
て
あ
ザ
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
　
母
と
～
の
早
う
な
年
合

か
心
の
つ
な
か
り
と
な
つ
一
中
森
き
ん

私
は
い
か
こ
不
白
由
な
身
体
て
も
こ
ん

な
に
人
事
に
し
て
も
・
？
諮
る
な
・
つ
、
ま

七
ま
七
長
牛
を
し
な
け
れ
ば
な
》
ま
せ

－
κ
ね
エ
ー
I
i
一
と
い
わ
れ
た
時
、
自
口
分

の
こ
の
職
務
に
大
き
な
働
｝
．
、
か
い
を
感

せ
す
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
て
し
た

　
拳
職
心
立
小
十
年
を
迎
・
乳
ま
一
し
ハ
」
　
　
門
止

多
い
老
人
の
方
々
の
告
悩
や
沈
み
か
ち

な
心
境
に
貞
に
良
、
、
・
話
相
丁
と
な
、
、

相
談
相
手
と
な
r
・
て
心
の
通
し
合
う
奉

臼
の
心
に
徹
し
、
訪
問
の
日
を
待
ち
わ

び
る
わ
と
し
よ
り
の
島
々
に
誠
U
を
つ

く
す
こ
と
か
私
の
人
生
の
務
と
し
て
、

A
，
後
メ
。
健
康
の
続
く
か
≒
う
「
牛
懸
へ
叩

励
ん
で
参
一
た
い
と
思
h
ま
r

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
r

バ
バ
に
マ
マ
ボ
ク
も
書
い
た
ね
国
勢
調
査

国
勢
調
査

　
　
　
　
　
昭
和
5
5
年
1
0
月
1
日
（
水
）

髪
望

Y
＼

中
学
生
と
高
校
生
の

　
　
非
行
に
つ
い
て

　
中
学
生
や
高
枚
生
の
非
行
は
、
・
＝
　

数
年
、
人
数
と
人
口
比
か
共
に
慕
え
続

け
て
わ
》
、
ま
た
、
女
子
生
徒
の
非
行

の
増
加
、
回
内
暴
力
事
∩
の
多
発
な
と

注
目
［
す
へ
｝
・
・
傾
向
も
あ
り
ま
す
　
こ
う

し
た
背
景
に
は
、
学
校
生
石
に
対
す
る

不
適
応
や
、
家
庭
内
て
の
親
と
イ
の
粘

神
的
な
結
び
付
き
の
問
題
、
地
域
社
会

で
の
連
帯
感
の
乏
し
ふ
・
・
な
と
の
問
題
か

あ
る
と
考
え
・
つ
れ
ま
す

　
中
学
生
や
高
校
牛
の
指
導
に
当
た
っ

て
は
、
そ
の
特
徴
や
傾
向
を
適
切
に
は

握
し
、
一
入
一
人
を
よ
く
理
解
し
て
そ

の
個
性
を
伸
ば
し
て
い
く
こ
と
か
三
二

て
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
家
庭
や
学

校
、
地
域
社
会
か
一
体
と
な
っ
て
非
行

防
d
と
健
全
育
成
に
努
力
す
る
こ
と
か

人
切
て
す

白
い
粉
の
恐
怖

お
わ
か
，
て
す
か
っ
わ
そ
ろ
し
い
直
江

い
剤
の
話
て
す
．
／
」
性
中
毒
よ
、
墾
眠

・
多
弁
・
頭
痛
・
発
汗
・
皿
盛
一
道
・

頻
賑
・
散
瞳
・
［
渇
・
食
欲
減
退
の
悸
、

か
精
神
病
に
類
好
し
た
疽
状
か
わ
’
、
・
て

錯
覚
・
幻
覚
・
二
相
」
か
増
し
て
来
る

ま
た
慢
性
中
毒
の
多
く
は
精
神
障
害
を

来
た
し
薬
を
や
カ
て
も
精
神
柄
は
直
ら

な
い
場
合
か
多
い
　
一
岐
㌔
げ
な
ら
と

軽
い
気
持
て
あ
る
奥
さ
ん
か
覚
せ
い
剤

に
丁
を
出
し
、
や
み
？
ご
．
一
’
、
一
、
一

家
か
妻
離
滅
裂
に
な
り
刑
務
所
に
入
っ

た
》
出
た
）
す
る
な
と
家
庭
か
不
マ
の

ど
ノ
贋
に
落
ち
た
例
て
あ
り
ま
す

こ
の
よ
う
に
自
い
粉
の
誘
惑
は
ム
ニ
般

の
家
畦
に
ま
で
透
人
づ
て
い
る
の
’
、
す

了
供
か
馨
の
誘
惑
に
負
け
な
い
よ
う
に

と
頑
張
っ
て
い
る
教
育
マ
マ
か
自
い
粉

の
と
，
，
二
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
の
は

珍
ら
し
く
あ
》
ま
せ
ん
．
人
間
を
廃
人

に
し
て
し
ま
う
覚
せ
い
剤
犯
、
引
に
つ
い

て
罰
則
は
厳
し
く
決
め
ら
れ
て
い
ま
す

◎
輸
入
輸
出
し
た
も
の
は
一
年
以
－
有

　
期
懲
役

◎
こ
れ
か
営
利
目
的
て
あ
r
・
た
と
｝
・
は

　
柵
、
期
又
は
＝
．
年
歯
ト
の
懲
役

◎
情
状
に
無
期
又
は
一
．
．
年
以
一
か
罰
令

　
五
　
一
　
万
q

◎
所
持
し
て
い
た
も
の
一
　
肩
衝
ド
の

　
懲
役

◎
譲
受
譲
渡
し
た
と
｝
、
二
・
年
以
卜

◎
覚
せ
い
剤
を
使
用
し
た
時
「
　
年
以

　
ド

◎
原
料
所
持
の
罪
七
年
以
卜

◎
原
料
の
戯
受
渡
し
七
年
以
卜

◎
原
料
を
使
用
し
た
も
の
七
年
幻
ト

と
な
’
．
て
い
る
の
て
す
　
”
ム
能
人
、
暴

力
団
な
と
特
味
な
人
の
話
の
虻
う
に
聞

い
て
い
た
か
今
は
家
庭
の
中
ま
て
入
♂
・

て
来
虻
う
と
し
1
」
い
ま
す
　
一
庭
た
叶

な
ろ
と
い
う
気
持
て
取
か
え
し
の
つ
か

な
い
結
果
を
招
い
て
い
る
よ
う
で
す
、

白
い
粉
そ
れ
は
あ
な
た
を
廃
入
と
し
、

あ
な
た
の
家
を
破
壊
し
、
他
人
と
の
信

用
を
な
く
す
る
粉
て
す
　
絶
対
に
丁
を

出
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
．
み
ん
な
て
撲

滅
を
は
か
》
ま
し
よ
う

「
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　　ロ蕪葭iお
し
ら
せ

台
風
の
シ
ー
ズ
ン
で
す

　　　　　　　　　　　　　　　　o

＿一一一一＿層＿＿＿…

　
（
台
軍
哩

∵
樹
木
や
雨
ど
い
、
看
板
の
支
線
な
ど

が
電
線
に
ふ
れ
る
恐
れ
の
あ
る
と
こ
ろ

は
な
い
で
し
ょ
う
か
．
．
こ
の
よ
う
な
個

所
が
あ
り
ま
し
た
ら
最
寄
り
．
の
九
州
醗

力
営
業
所
へ
ご
連
絡
く
だ
き
い
．

　
三
目
風
後
）

コ
！
切
れ
た
電
線
や
低
く
た
2
1
き
が
r
・
て

い
る
電
線
に
は
絶
対
に
斗
・
㌔
わ
ら
な
い
で

す
ぐ
最
寄
り
の
九
州
電
力
営
業
所
へ
ご

連
絡
く
だ
き
い
．
．

国
勢
調
査
に
ご
協
力
を

　
冗
月
1
日
は
、
全
国
一
、
斉
に
国
勢
調

査
が
行
わ
れ
ま
す
．

　
二
．
の
調
査
は
行
政
の
適
切
な
連
営
に

必
要
な
基
礎
資
料
を
提
供
す
る
、
極
力

て
重
要
な
調
査
で
す
．

　
調
査
票
は
、
口
置
員
が
9
月
2
4
日
か

ら
初
日
の
間
に
各
家
庭
を
訪
問
し
、
お

配
り
し
ま
す

　
記
入
済
み
の
調
査
票
は
、
相
月
1
日

か
ら
5
日
ま
で
の
問
に
も
う
　
度
調
査

員
が
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
そ
の
と
き

お
渡
し
く
だ
き
い
。

　
な
お
、
調
査
員
が
お
伺
い
す
る
時
期

に
留
守
だ
〔
・
た
り
、
直
接
調
査
員
に
提

出
す
る
の
が
お
困
り
の
方
は
、
早
め
に

圏
勢
調
査
担
当
係
（
企
画
財
政
課
〉
ま

で
ご
連
絡
く
だ
き
い
．
．

　
お
忙
し
い
と
は
思
い
ま
す
が
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
．

省
資
源
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

　
　
関
す
る
作
文
募
集

　
私
達
の
生
活
は
、
石
油
、
電
気
、
ガ

ス
な
ど
．
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
セ
え
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
．
の
大
部
分
は
海
外

か
ら
の
輸
入
に
頼
っ
て
い
ま
す
．
．

　
と
こ
ろ
、
が
中
で
も
特
に
重
要
な
石

油
に
つ
い
て
、
最
近
、
需
給
や
価
格
が

非
常
に
不
安
定
と
な
r
・
て
い
る
た
め
、

我
が
国
と
し
’
、
は
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う

に
石
油
を
大
量
に
輸
入
す
る
こ
と
が
困

准
と
な
ド
．
て
い
ま
す
．
．

　
そ
こ
で
、
宮
崎
県
で
は
、
皆
さ
ん
に

省
資
源
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
改

め
’
、
考
・
ヌ
．
古
回
一
し
1
」
い
わ
」
冨
ア
、
ハ
」
ゐ
げ
ト
、

小
臼
資
W
源
・
省
ロ
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対
す
る
あ

な
た
の
提
案
や
目
見
、
感
想
等
を
募
集

し
ま
す
．

　
・
内
容

　
次
の
四
つ
．
の
題
目
の
中
か
ら
【
つ
を

選
州
、
）
、
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
圧
枚
程
度

に
ま
と
め
て
く
だ
占
・
㌔
い

一
、
省
資
源
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い

　
　
’
、
私
の
提
案

2
、
我
が
家
の
省
資
源
・
省
エ
ネ
ル
ギ

　
　
一
対
策

3
、
「
も
の
を
大
切
に
す
る
』
心

4
、
省
資
源
・
省
エ
ネ
ゥ
ギ
ー
に
つ
い

　
　
て
思
う
二
と

▽
対
象

　
◎
小
、
中
学
生

　
◎
高
校
生

　
◎
一
般

▽
・
原
稿

P
　
原
稿
は
鉛
筆
　
又
は
胆
…
ボ
ー
ウ
ヘ
ン

　
　
4
、
縦
書
に
し
、
左
肩
を
必
ず
と
じ

　
　
末
尾
に
氏
名
、
庄
所
、
電
話
番
旨

　
　
年
へ
口
、
職
業
、
小
、
中
、
高
校
生

　
　
は
学
校
名
学
年
等
を
明
記
す
る
、

ω
　
応
募
原
稿
は
、
お
返
し
し
ま
せ
ん

㈲
　
入
選
作
品
の
菩
作
権
は
、
宮
崎
県

　
　
に
帰
属
す
る
も
の
と
し
ま
す
、
．

一
、
提
出
期
限
　
昭
和
5
5
年
9
月
1
日

　
　
（
当
日
消
印
有
効
）

∵
提
出
（
問
合
せ
）
先

　
麟

　
　
　
　
宮
崎
市
橘
通
喫
二
丁
目
卜
器

　
〒

　
　
　
　
↓
号

宮
崎
県
福
祉
生
活
部
消
費
生
活
課

　
　
消
費
者
保
僅
係
あ
て

電
話
．
九
八
五
．
二
四
．
一
↓
↓
一

　
　
内
線
一
二
五
几

　
　
　
　
　
　
　
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
◎
御
寄
付
御
礼

昭
和
κ
↑
五
年
六
〔
月
十
一
日
か
ら
七
月

ト
ご
．
日
ま
で
の
間
に
香
典
返
し
と
し
て

つ
y
、
の
か
た
か
ら
社
会
編
祉
の
た
め
御

寄
付
を
い
た
だ
｝
噛
㌔
ま
し
た
．
．

亡
く
な
ら
れ
た
万
の
御
冥
福
を
謹
ん
で

お
衝
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
二
二

に
厚
く
お
礼
申
し
ヒ
げ
ま
す
．
．

▽
小
野
田
の
谷
口
緑
き
ん
か
ら

　
　
（
々
ケ
き
ん
　
八
二
才
ご
死
去
）

「，

D
寺
迫
の
橋
ロ
ア
ゲ
り
き
ん
か
ら

　
　
（
為
　
き
ん
　
七
七
才
ご
死
去
）

▽
福
瀬
の
直
野
益
夫
き
ん
か
ら

　
（
セ
ン
き
ん
　
八
三
才
ご
死
去
）

　
　
◎
心
配
ご
と
相
談
所
案
内

こ
の
相
談
所
は
町
民
の
皆
様
．
の
心
配
ご

と
の
解
決
の
御
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す

八
月
は
左
記
の
と
お
り
開
｝
、
・
ま
す
か
ら

御
利
用
し
て
下
山
・
・
い

　
　
　
　
　
記

▽
開
設
日
　
八
月
十
九
日
第
＝
．
r
火
曜
日

▽
時
間
　
午
前
九
時
～
午
後
三
時
迄

▽
場
　
所
　
町
老
人
福
祉
館

　
　
行
政
相
談
の
お
知
ら
せ

毎
月
第
三
火
曜
日
は
老
人
福
祉
館
に
お

い
て
行
政
に
対
す
る
苦
情
要
望
等
の
相

談
に
応
じ
て
お
り
ま
す
，
気
軽
に
ご
利

用
く
ゼ
き
い
．
．

　
　
行
政
相
談
委
員
　
山
口
俊
　
一

憲
．
類
．
穿

＿一 Q．一 ﾜちのうごき・一…

人口6，632人　（　0

男　3，242人　（6

　女　3，390人　（△6

世帯数1，754戸（2

　　55年7月1日現在

　　（　）は対面月比

〈
護
（
・
・
ご
文
㌧
㌦
と
、
．
、
．
ゴ
k

　．一　戸　　　　　　一．．　　一．一一

出
生
お
め
で
と
う

　
赤
ち
ゃ
ん
の
名

6月届

直塩高調鶴
野月森谷田
由貴桂龍わ
紀　　　か
美之子三な
健　牧　太
　勝　集＿　　　．t　　　Yζ
　　／＼　　　ノく

福小小鶴迫
　野野野野
瀬田田内内

結
婚
お
め
で
と
う

口寺　清帽　海淵　高橋

氏

田田　水馬　須原　瀬［

父
の
名
住
所

太
　
美
一
迫
野
内
．

　
　
　
　

　
集
　
．
鶴
野
内

…
牧
夫
小
野
田

一
　
　
一

名

良義真昭
　　　由

子則　美一

羽日

　向
垣直．一．

言種

門鶴
川野
1町内

江ノミ

羽羽

坂坂

き重

つ

き夫

寺日

　向
．迫市

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

両三橋谷武山山肥
野浦［［智・II田rl一氏

セ｝箔為タ　ケ信デ’名・

ン郎．ニテ實サ義了ツ
83、17782、71、1，、398鷹

住
所

一
日
向
卜
甲

一
寺
　
迫

鶴
野
内

小
野
田

八
重
原

一
鶴
野
内

寺
　
迫

一
小
野
田

一
寺
　
迫

㎝
中
渠

f
　
　
　
　
－
～

福
　
瀬
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